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交通弱者の移動を支援するため、三島地

区へコミュニティ交通車両を新たに貸与

しました。

また、使いやすさに配慮した新しい市営

バスの導入や、外出しやすい環境を創出

するため高齢者を対象とした運賃の助成

など、公共交通施策を展開しました。

▼
光
丘
高
等
学
校
の
生
徒
と
お
笑
い
芸
人
「
ぺ
こ
ぱ
」

の
松
陰
寺
太
勇
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

▼
県
立
光
高
等
学
校
・
光
丘
高
等
学
校
継
承
式
を
挙
行

▼
6
三
島
地
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
運
行
開
始

▼
6
大
和
地
区
な
ど
で
市
営
バ
ス
の
新
車
両
運
行
開
始

▼
大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結

▼
2
「
ま
ち
の
魅
力
発
信
動
画
」
完
成
・
披
露

▼
1
第
3
次
光
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が

ス
タ
ー
ト

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
民
営
化
準
備
室
を
設
置

▼
3
塩
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
塩
田
小
学
校

と
複
合
化

▼
9
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
着
任

▼
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
等
に
関
す
る
協
定
(
株

式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
)
を
締
結

▼
学
校
・
家
庭
以
外
の
学
び
の
場
「
ま
な
び
ば
ひ
か
り
」

を
開
設

▼
10
「
令
和
4
年
光
市
成
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催

▼
4
「
海
軍
水
道
」
な
ど
の
布
設
替
え
工
事
に
着
手

▼
光
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

▼
火
災
時
に
お
け
る
消
火
用
水
の
確
保
に
関
す
る
協
定

(
株
式
会
社
フ
ァ
ノ
ス
、
光
環
境
整
備
株
式
会
社
、
熊

谷
興
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
エ
コ
ミ
ッ
ク
ス
田
布
施

工
場
)
を
締
結

▼
子
育
て
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
取
得
、
管
理
で
き
る

ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
を
導
入

▼
2
冠
山
総
合
公
園
協
働
活
動
事
業
に
関
す
る
協
定

(
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
な
ど
)
を
締
結

▼
5
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
や
ま
と
学
園
新
設
に
向
け

た
地
域
説
明
会
を
実
施
(
〜
7
月
)

▼
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に
関

す
る
協
定
(
社
会
福
祉
法
人
ひ
か
り
苑
)
を
締
結

▼
7
山
口
県
産
業
団
地
整
備
事
業(
光
市
小
周
防
地
区
)

に
関
す
る
基
本
合
意
書
を
締
結

▼
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
る

▼
10
海
開
き

▼
2
「
み
ん
な
to
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」
開
始

▼
8
ひ
か
り
消
費
喚
起
補
助
金
を
創
設

▼
光
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
補
助
金
を
創
設

▼
周
南
公
立
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結

▼
光
井
地
区
の
一
部
地
域
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
生

息
を
確
認

▼
1「
市
長
と
気
軽
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ(
お
で
か
け
版
)」

を
実
施
(
〜
11
月
)

▼
里
の
厨
レ
ジ
通
過
者
２
５
０
万
人
を
突
破

▼
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に
関

す
る
協
定
(
社
会
福
祉
法
人
光
仁
会
)
を
締
結

▼
台
風
14
号
に
よ
り
災
害
対
策
本
部
体
制
　

島
田
川
流

域
に
避
難
指
示
発
令
(
〜
19
日
)

▼
8
光
市
コ
ロ
ナ
克
福
商
品
券
発
行
事
業
を
実
施

▼
6
光
市
高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
実
施

▼
10
「
光
ま
つ
り
」
開
催

▼
2
直
木
賞
作
家
の
角
田
光
代
氏
を
招
き
「
ま
ち
の

『
光
』
認
識
・
発
見
ツ
ア
ー
」
を
開
催

▼
10
「
光
と
音
の
ま
ち
ぐ
る
み
ナ
イ
ト
Ｗ
ｅ
ｄ
ｄ
ｉ
ｎ

ｇ
」
を
開
催

▼
9
光
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

▼
光
井
新
宮
地
区
の
違
法
建
築
物
を
行
政
代
執
行
で
除
去

▼
5
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
や
ま
と
学
園
第
1
回
準
備

委
員
会
を
開
催

▼
10
２
０
２
２

ビ
ー
チ
ラ
ン
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
を
開
催

▼
「
ひ
か
り
夢
給
食
」
を
市
立
小
中
学
校
に
提
供

▼
4
石
城
神
社
本
殿
令
和
の
大
改
修
が
完
了
　

見
学
会

を
開
催

▼
10
ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
開
催

▼
防
災
指
令
拠
点
の
建
設
に
着
工

▼
2
冠
山
総
合
公
園
協
働
活
動
事
業
に
基
づ
く
清
掃
活

動
を
実
施

▼
5
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
や
ま
と
学
園
準
備
委
員
会

第
1
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
「
介
護
老
人
保
健
施
設
ま
ほ
ろ
ば
」
の
民
営
化
に
向

け
た
公
募
を
開
始

6人、地域、暮らしをつなぐ「公
共交通ネットワーク」を充実

２
０
２
２
年
の
主
な
出
来
事

「みんなｔｏ ( と ) ウォーキング事業」

や「冠 ( かんむ ) リコーの森」、「まち

のＰＲ動画の制作」や「まちの『光』

認識・発見ツアー」など、市民参加型

の取り組みにより、人と人、人とまち

などに新たなつながりが生まれまし

た。

2「つながり」をテーマに
市民参加型の取り組みを推進
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市民と行政双方の情報受発信の充実を図

るため、光市ＬＩＮＥ公式アカウントを

開設しました。また、スマートフォンの

購入補助や使用方法についての講座の開

催、オンライン行政手続きの拡充など、

デジタルを活用した利便性の向上を図り

ました。

9快適な暮らしの実現に向け
たＤＸを推進

10コロナを乗り越え 3 年ぶり
のにぎわい
新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、開催を取りやめていた「光まつ

り」や「ひかりふるさとまつり」が 3

年ぶりに開催されました。

そのほか各種イベントが対面で開催さ

れ、多くの笑顔があふれました。

8「アフターコロナ」に向け
た地域経済活性化を推進
新型コロナウイルス感染症の影響を受

けた市民生活への支援や、物価高騰へ

の対策として、市民一人あたり 1 万円

分のコロナ克福商品券を配布しまし

た。

また、消費喚起のための補助事業を実

施し、地域経済の回復を支援しました。

5施設一体型小中一貫やまと
学園新設の取り組みを開始
施設一体型の小中一貫教育の具現化に向

けた「施設一体型小中一貫ひかり学園の

新設に係る方針」を策定しました。

方針で第1期に位置付けている「やまと

学園（大和中学校区）」の新設に向け、6

月から地域説明会を実施し、11月に準

備委員会を設置しました。

国指定重要文化財建造物である石城神

社本殿の屋根などに腐食や欠損が見ら

れるため、約 40 年ぶりに保存修理工

事が行われました。

また、戦前に整備された「海軍水道」

の撤去を含めた水道送水管の布設替え

工事に着手しました。

4歴史文化遺産を未来に残す
取り組み　

1第 3次光市総合計画による
まちづくりがスタート

「ゆたかな社会」の実現に向けた新たな

指針となる「第 3次光市総合計画」に

基づくまちづくりがスタートしました。

また、「オールひかり」のまちづくりを

推進するため、市長が市民の皆さんと

対話を行う「市長と気軽にミーティン

グ（おでかけ版）」を実施しました。

3塩田コミュニティセンター
を塩田小学校と複合化
老朽化した塩田コミュニティセンターを

塩田小学校と複合化しました。コミュニ

ティセンターを中心に学校と地域との連

携をさらに進め、地域に新たな活力を生

み出します。

県による新たな産業団地の整備場所に

小周防・束荷地区が選定され、県と基

本合意を締結しました。28 年ぶりとな

る産業団地の整備により、雇用の場の

創出や地域経済の活性化だけでなく、

人口減少の抑制や税収の増加など様々

な相乗効果が期待されます。

7光市小周防・束荷地区に
新たな産業団地の整備が決定


